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食品衛生レビュー№39●食品のリスクを考える
最初にリスクとは何かですが、日本語では適当な言葉がないので、そのままリスクを使っています。リスクを辞書で引くと危害、危害度と出てきますが、私は「予測できる危害の割合（危害度）」が適当と思います。日本語の「やばい」が近い言葉と言う人もいます。今回は、食品のリスクについて、私なりに勝手なことを述べます。
農協の直売所、道の駅の野菜は農家が直接持ち込むので、新鮮で美味しいとテレビなどで報道され、どこも消費者に喜ばれ、販売が好調のようです。ここで販売される野菜の多くは年配者が生産して、大量に市場に出せない人が並べているようです。私が保健所で食品衛生監視員として勤務していた頃、野菜の農薬検査で違反（基準以上検出）となる可能性が高いと考えましたが、生産量が少ないので、ほとんど農協直売所では収去（抜き取り）検査をしませんでした。違反となる可能性は、同じ農薬の殺虫剤であっても、野菜の種類によって基準値が異なるからです。各野菜の特性、収穫までの期間などが違うためです。しかし、小規模な農家では、一度殺虫剤を作った（原液・原粉を1000倍、2000倍に希釈します）ら目的の野菜だけでは残るために、複数の野菜に散布する可能性が高いです。私の父親も家庭菜園に毛が生えていたような面積で野菜を栽培していましたが、同様なことを行っていました。そして、地場野菜として直接八百屋へ持っていっていました。
10年以上前のことですが、東京都の農協直売所か道の駅で収去した野菜から、その10年以上前に使用禁止された殺虫剤のドリン剤が検出され違反となりました。我が家にも同じ頃までドリン剤があり、父親に何回も使用を止めるように言っても、害虫に良く効くと使っていたようです。現在は、直売所出荷の農家に対して、農協等の指導が強化されていると思いますが、まだリスクは高いと思っています。顔が見える野菜であってもリスクはあります。
大手流通業において、「放射能ゼロを目指す」と広報していますが、福島原子力発電所の爆発事故が発生してなくても、放射能は宇宙から届き、地面から放射能は放出されていますので、放射能ゼロにはなりません。健康診断、骨折などでのＸ線撮影、旅行で飛行機に乗れば放射線に浴びます。つまり、放射能のリスクゼロは無いのです。しかし、消費者多くは、放射能ゼロにならないことは理解していても、ゼロに近くしたいと意識が、大手流通業の「放射能ゼロを目指す」に共感を覚えたのだと思います。科学的にはリスクがあっても、感情には流されるということになります。
私の記憶では、放射性セシウムの暫定基準値は、チェルノブイリ事故前は250ベクレル、事故後は370ベクレル、福島原発事故後は500ベクレル、今年4月から100ベクレルと変わっています。
昨年春、生食用牛肉（ユッケ）によって5人が亡くなり、この事件が発生したのは国の指導が不十分であったのが原因であると新聞、テレビで大きく報道していました。その後、国で規制と検討し始めると、一転それは厳しいのではないかとの報道に変わりました。私自身、現場で指導したいた者として、国の指導文書には規制力がなく、飲食店の指導に苦労していました。昨年10月からの、生食用牛肉の規制は必要であったと考えます。

そして、今年7月にも牛レバーの生食についても規制されると思いますが、また規制が厳しいとの新聞報道を見かけます。牛肝臓内部まで腸管出血性大腸菌、カンピロバクターが汚染されていて食中毒発生の可能性は高いので、規制は必要あると考えます。
牛肉（内臓肉を除く）の生食、牛レバーの生食は共にリスクは極めて高いです。放射線照射すれば、病原菌が死ぬので、照射を検討との話が上がっているようですが、国民の総意には、大変長い時間が必要と思います。そして、我が国において、牛肉を生食する食文化はありませんでした。明らかに死亡者が出る可能性がある場合には、リスクは見逃してはいけないと考えます。
最後に、飲食店営業者の皆様、食中毒発生防止のためにリスク回避は行ってください。リスクとは「やばい」ことだと思って、調理に対処してください。（笈川　和男）
